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国家試験本番での問題の解き方 

 

【概要】 

「時間配分」「冷静さ」「諦め（正答できる問題を確実に）」が鍵🔑✨ 

試験時間中に考えていることは全て問題用紙に書き込む⇒時間短縮ケアレスミス防止！ 

 

試験前に練習が必要（練習で出来ていないことは本番でも出来ない） 

 

 

●受験する前に決めておくこと 

①具体的な時間配分 ⇒ 例：「○問目を終わったころに、経過時間○分」 

②悩んだとき（全くわからない問題が出たとき）に選ぶ番号 ⇒ タイムロスを防ぐ。 

③マークシートのズレを確認するタイミング ⇒ 例：「科目が変わる時」 

 

●問題を解くときの手順 

①問題文に線や印をつけながら読む。 

・「正しいもの、適切なもの（誤っているもの、

不適切なもの）」の部分に線を引く。 

・「1つ、2つ」の部分に丸印をつける。 

 

②選択肢に書き込みをしながら解く。 

・解きながら考えていることを全て書き込む。 

 ⇒「なぜその選択肢を選んだか」がすぐに

わかり、見直し時間を短縮できる。 

 

③見直しの時に考え直す問題（落ち着いて考えればわかりそうな問題）に「☆」をつけておく。 

⇒“1問あたり1分30秒”を目安に、深く考え込まず次の問題に進む。 

  ※考えてもわからない問題（覚えていなければ絶対に正答を導き出せない問題）は諦める！ 

 

④必ず全ての問題のマークシートを埋めながら進める（空欄のままにしない！）。 

⇒無回答で進めると、マークミスによる大量失点のリスクが生じる。 

 

⑤見直し 【原則：解答は変えない（変える時は、自信がある時だけ！）】 

・受験番号や氏名に、間違いや空欄がないことを確認する。 

・問題用紙とマークシートを見比べて、マークミスがないことを確認する。 

 ⇒「正しいもの、誤っているもの」「1つ、2つ」に見間違いがないかどうかを確認する。 

・「☆」を付けた問題をもう一度解きなおす。 


